
 

 （平成２９年７月１８日）  部 等 名     企 業 局 

  件 
  
名 

 
   平成２８年度山梨県公営企業会計決算概要について（報告） 

経 

 

 

緯 

 １  地方公営企業法第３０条第１項の規定に基づき、管理者は平成２８年度企業局３事業の
決算を調製し、平成２９年５月３１日、知事に提出する。 

 
 ２ 監査委員への概要説明は、７月２６日に行う。 
 
 ３  本決算は、監査委員の審査を受けた後、定例県議会の認定に付される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 容 

  企業局が経営している、電気、温泉及び地域振興の３事業の決算の概要は、次のとおりで
ある。 

 
１ 電 気 事 業 
 
 (1)業務実績 
      早川及び笛吹川水系、塩川、小水力の２３発電所で、４億７，１０６万キロワットア

ワーの電力を供給した。天科発電所水車発電機改修工事による発電所の長期停止等によ
り、前年度に比べ９．７％減少した。 

 
(2)損益状況 

収益は、畑地かんがい事業や上水道との共用施設の工事完了に伴う管理費負担金収入
等の減少により、前年度に比べ１億１７万円減の３８億６，９１６万円となった。 
費用は、柚ノ木発電所修繕工事等の完了による修繕費の減少等により、前年度に比べ

２億６，３４９万円減の３０億２，９２８万円となった。 
その結果、純利益は、前年度に比べ１億６，３３２万円増の８億３，９８８万円とな

った。 
 
 ２  温 泉 事 業 
 
 (1)業務実績 
     県営温泉は、６本の源泉から給湯契約数５０６口に対し７７万７，４１１ｍ3の給湯を

実施した。旅館・ホテル等の経費削減対策等の影響による使用量の減少により、前年度
に比べ２．７％減少した。 

 
(2)損益状況 

収益は、給湯量の減少等により、前年度に比べ２６８万円減の１億４，３７５万円と
なった。 
費用は、温泉施設改修工事に伴う撤去費等の増加により、前年度に比べ４，７５７万

円増の１億６，１１６万円となった。 
その結果、１，７４１万円の純損失となり、平成１２年度以来１６年ぶりの赤字とな

った。なお、改修工事に伴う一時的なものであり、平成２９年度は黒字の見込みである。 
 
 ３  地域振興事業 
 
 (1)業務実績 
    丘の公園を指定管理者制度及び利用料金制により管理運営した。平成２８年度の有料

施設利用者数は２２万６，１８１人で、冬季の集客策を強化した結果、前年度に比べ
１．２％増加した。 

 
(2)損益状況 

収益は、指定管理者納入金１億５千万円を含む１億５，１０８万円、費用は、修繕費
の増加により、前年度に比べ２３９万円増の１億４，７３２万円となった。 
その結果、純利益は、前年度に比べ２５０万円減の３７６万円となった。 

  （お問合せ先：企業局総務課長 櫻井 内線５９１０ 直通０５５－２２３－５３８２） 


